
 
○ これまでに挙げられた御意見等を踏まえ、今後の総会で扱うと想定されるテーマ

について、総会における議論を効率的に行う観点等から、その議論の素材を整理す

るため、以下の専門家会合を設置・開催する。 

 

❖ 『税制のＥＢＰＭに関する専門家会合』 

（想定されるテーマ） 

－ 税制における客観的データに基づく有効性等の検証に関する議論 

 

❖ 『活力ある長寿社会に向けたライフコースに中立な税制に関する専門家会合』 

（想定されるテーマ） 

－ 活力ある長寿社会に向けたライフコースに中立な税制の構築を目指す観点

からの関連制度に関する議論 

 

❖ 『経済社会のデジタル化への対応と納税環境整備に関する専門家会合』 

 （想定されるテーマ） 

－ 税務手続や適正・公平な課税・徴収のあり方等や、経済社会のデジタル化

を踏まえた税務・税制のあり方についての議論 

 

○ 各専門家会合の座長は、会長が指名する。 

○ 専門家会合のメンバーは、会長が各専門家会合の座長と相談の上、指名する（外

部有識者の参加要否を含む）。 

○ 各専門家会合においては座長が議事を整理する。また、各専門家会合の会議運営

に関し必要な事項等は、座長が専門家会合に諮って決定する。 

○ 各専門家会合における議論は、総会に報告等を行うこととする。 

 

 

（以 上） 

専門家会合の設置等について（案） 

令 ６ . ６ . ４ 
総 ３ － ６ 


